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１ 基本情報 
 講座名：学校設定科目 創知Ⅱ（２単位） 

実施日：前期…【ディベート】毎週１回 （クラスによって曜日・時限は異なる） 

【課題研究】毎週火曜７限  

後期…【課題研究】毎週火曜６・７限  

教材：創知テキスト第２版 

主教室：物理（物理実験室），化学（化学実験室），生物（生物実験室），数学（２－４） 

    文献（地学教室），プログラミング（総合演習室），オープンデータ（視聴覚） 

スペシャル（２－６） 

    始まりと終了時は上記教室に全員集合してください。主担当の先生方の指導の下，     

途中別室への移動は可能です。 

 出欠：担任による管理 

    毎週火曜は 13：25 に SHR を実施（短縮などイレギュラーな場合は，６限開始の

10 分前に実施）。ここで不在であれば，６・７限は不在とみなす。遅刻・早退な

どがあった場合は，当該の生徒が担任に報告するよう主担当が指示し、主担当から

も担任に連絡。 

成績：総合的な探究の時間（総探）ではないため，文章表記ではなく評定を算出する。 

試験：前期期末考査・後期中間考査３０分間で実施。知識技能を評価する正誤問題および

思考判断を評価する正誤問題を実施する。 

     前期…ディベートに関する知識問題・課題研究に関する知識問題 

     後期…課題研究に関する知識問題 

 

・分野およびテーマ数 

物理：１１ 化学 1０ 生物：１１ 数学：   文献：１０ プログラミング：  

オープンデータ：  スペシャル：   全グループ 

 

・人員配置 

教員１人あたり３グループの主担当となります。 

分野名 分野代表     

物理 渡邊 澤田 薮内 阿部  

化学 尾崎 岩井 川本   

生物 曽田 金重 田中 牧野  

数学 韓 中尾 砂川   

文献 藤本 井上こ 西口   
オープンデータ 小林 福永 岩澤 松葉 芝田 
プログラミング 成見 吉田 川邊 （河井）  

スペシャル 松本 浄土寺    

 

・バディ制 

分野の異なる先生どうしで「バディ」を組みます。 バディ外：井上、河井 

 
 

バディの活用事例 

指導法や形成的評価の方法，論文の作成方法，ポスターの印刷などを雑談で共有 

年度末の論文提出の際には異なる視点から相互チェック 

担当するグループの指導に迷ったときに，「バディの先生」に助言をもらっておいでと相談

役とする。 

 

バディ1 バディ2 バディ3 バディ4 バディ5 バディ6 バディ7 バディ8 バディ9 バディ10 バディ11 バディ12 バディ13
渡邊 澤田 薮内 阿部 尾﨑 岩井 川本 曽田 金重 田中り 牧野 小林 福永
吉田 芝田 成見 砂川 中尾 岩澤 浄土寺 西口 川邊 韓 松葉 松本 藤本



 

・PC 利用 

基本的にはクロームブックを使用してください。情報教室の PC は共用とし，１グループ１台

のみの使用とします（使用者も１名とし、PC の周りに群がることのないように）。 

 

・役割 

研究主任（井上）：研究開発統括，報告書作成，予算配分・執行 

課題研究主担（河井）：論文集作成，業者窓口，分野代表窓口，スケジュール調整，成績管

理，考査作成，ポスター発表会統括．ポスター印刷 

分野代表：分野所属の教員への連絡，分野所属の生徒への連絡，論文の最終チェック，論文デ

ータ集約，ポスターデータ集約，主担当の総括的評価の確認 

主担当：研究指導，論文チェック，ポスターチェック，指導グループの総括的評価 

副担当：論文チェック，指導および評価の相談役 

 

・スケジュール  

 目安回数 生徒イベント 教員イベント 

４月 ２回 グループわけ，先行研究調査  

５月 ３回 テーマ決定，予備調査・予備実験 ルーブリック作成 

６月 ３回   

７月 １回 夏休み中の課題設定  

８月 １回 進捗状況の確認  

９月 ３回 前期期末考査 t  

10 月 ３回 中間発表 中間発表の評価 

11 月 ４回  

12 月 ２回 後期中間考査  

1 月 ４回 論文作成開始，不足データの収集  

2 月 ２回 論文提出，ポスター提出 論文の評価 

3 月 ２回 ４限連続でポスター発表会  

上記スケジュールは目安ですので変更の可能性があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 バディ 



 

令和５年度 創知Ⅱシラバス 

 

教科 (学)創知 科目 (学)創知Ⅱ 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 情報Ⅰ（東京書籍） 

副教材等 ニューステップアップ情報Ⅰ（東京書籍） 創知テキスト（自主教材） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

創知という教科は天王寺高校独自のカリキュラムであり，通常の授業のように入試科目

になったり定期考査を毎回行ったり，専用の問題集があるわけではない。教科の名前か

らもわかるように「創り出す」教科である。１年次ではデータ分析の手法や，それをも

とにした表現・情報デザインについて学んだ。創知Ⅱではこれらの基本的なスキルを活

用し，科目横断的に自身の今後のキャリアを見据えて探究的な学びを深めていく。試行

錯誤をくり返し，主体的に粘り強く学ぶ態度を養いたい。 

２ 学習の到達目標 

・様々なメディアを通して得られる情報を，多角的に検討し自身の考えを表現すること

ができる。 

・他者の多様な考えに触れることで，前述の自身の考えを批判的に省察し改善すること

ができる。 

・情報や情報技術を活用して課題を明らかにし，様々なアプローチを多角的に検討し最

善と思われる方法を構築することができる。この過程を通して，問題解決のための知

識・技能を習得する。 

・得られたデータをもとに思考し，適切に情報として示すことができる。このとき，情

報モラルや研究倫理に配慮し，論文やプレゼンテーションにより他者に表現することが

できる。 

・身の回りの問題を解決する過程を通じて，情報社会に主体的に参画する態度だけでな

く，将来の科学技術の発展に主体的に参画する態度を身につける。 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 

c:主体的に学習に取り組む

態度 

観

点

の

趣

旨 

日常生活や社会との関連

を図りながら、探究活動

や情報と情報技術につい

て、基本的な概念や原

理・原則を理解し、知識

を身につけている。 

探究活動や情報と情報技

術に関わる実習を行うこ

とで技能を習得し、それ

らの過程や結果を的確に

記録、整理することがで

きる。 

探究活動や情報と情報技

術から問題を見出し、探

究する過程を通じて、事

象を科学的に考察し、導

き出した考えを適切に表

現している。 

探究活動や情報と情報技

術に主体的に関わり、見

通しを立てたり、振り返

るなど、意欲的かつ科学

的に探究しようとしてい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

４ 学習の活動 

学 

期 

単

元

名 
学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

前

期 

デ

ィ

ベ

ー

ト 

・ディベートの方

法 

・ディベート実践 

・クラス予選 

・クラスマッチ 

a:情報を多角的に収集する方

法を習得するとともに、論理

的な思考や表現方法に関して

基本的な概念や原理を理解

し、知識を身につけている。 

b:多角的に収集した情報をも

とに問題を見出し、探究する

過程を通じて、事象を科学的

に考察し、導き出した考えを

適切に表現している。 

c: 情報を多角的に収集し，論

理的に思考・表現することに

関心を持ち、意欲的かつ科学

的に探究しようとする。 

ディベ

ートノ

ート 

ディベ

ートノ

ート 

パ フ ォ

ー マ ン

ス評価 

研

究

準

備 

・研究班の決定 

・研究テーマの決

定 

・研究計画 

・研究倫理Ⅱ 

 

a:情報モラルや研究倫理に関

する知識や既知の事実から未

知を明らかにする方法を習得

するとともに、基本的な概念

や原理を理解し、知識を身に

つけている。 

b:既知の事実から未知とされ

ている問題を見出し、探究す

る過程を通じて、事象を科学

的に考察し、導き出した考え

を適切に表現している。 

c: 情報モラルや研究倫理に関

する知識や既知の事実から未

知を明らかにする方法に関心

を持ち、意欲的かつ科学的に

探究しようとする。 

定期考

査 

定期考

査 

研 究 ノ

ー ト 、

中 間 発

表 

後

期 

課

題

研

究 

・研究活動 

・中間発表 

・論文作成 

・ポスター作成 

・発表会 

a:試行錯誤を繰り返しながら

科学的に探究を進める方法を

習得するとともに，探究内容

に関しての基本的な概念や原

理を理解し、知識を身につけ

ている。 

b:教科横断的に自然・社会な

ど多岐にわたる事象から問題

を見出し、探究する過程を通

じて、事象を科学的に考察

し、導き出した考えを適切に

表現している。 

c:科学的に探究を深めること

に関心を持ち、意欲的かつ科

学的に探究しようとする。 

定期考

査 

定期考

査・論

文 

研 究 ノ

ー ト 、

レ ポ ー

ト 

 



 

指導案  

１時限目 

回数・日時 １回・令和５年４月１８日（火）７限 

担当者 7７期担任団（＋無理のない範囲で空きコマの理科教員） 

場所 物理（物理実験室），化学（化学実験室），生物（生物実験室），数学（地

学）文献（視聴覚），プログラミング（２－４・５），オープンデータ（２－

２・３）スペシャル（２－６） 

持ち物 筆記用具，創知テキスト 

出欠確認 13:25 SHR での担任による点呼で判断する。７限に遅刻・早退があった場合

は分野代表が当該生徒の担任に連絡する。 

目標 課題研究の意義がわかる 

マインドマップを作成し自身の興味関心に気づく 

マインドマップの内容をお互いに示すことで学友の興味関心を知る 

 

内容 

 

０分  点呼、概要説明【テキスト p７０・71】 

    創知Ⅱ前期で実施する内容を確認させる 

※訂正 p70 ２行目 総合的な探究の時間を削除 

    P71 電子機器等の校内持ち込み・使用についてを削除 

５分  課題研究の意義【テキスト p71】 

    担当者から補足があればコメントする 

10 分 研究テーマの設定【テキスト p72】 

    p72 を読ませる 

    担当者から補足があればコメントする 

15 分 マインドマップの作成【テキスト p73】 

    p74 にマインドマップを記入させる  

    p74 にクラス・氏名を記入させる（共有の際に使用） 

25 分 マインドマップの共有 

    p74 を机上に広げ共有する。自身の興味関心に近い学友を探し 

    グループ決めの参考とする。適宜巡回しながら意見交換をさせても構

わない。 

40 分 マインドマップの整理、次回予告 

    学友との共有を経て新たな気づきをマインドマップに付け足す 

   （新たに興味をもったことなど） 

    次回はグループ分けを実施する 

45 分  片付け・解散 

 

提出物 なし 

事前準備 担任は生徒の分野一覧を教室に掲示し，内容の確認をさせる。 

備考 時間が余るようならグループ分けを進めてもよいが，安易に仲良しグループ，

同じクラブのメンバーなどで固まらないように指導する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

２時限目 

回数・日時 ２回・令和５年４月２５日（火）７限 

担当者 7７期担任団（＋無理のない範囲で空きコマの理科教員） 

場所 物理（物理実験室），化学（化学実験室），生物（生物実験室），数学（地

学）文献（視聴覚），プログラミング（２－４・５），オープンデータ（２－

２・３）スペシャル（２－６） 

目標 仲良しグループではなく,マインドマップをもとにしてグループ決定 

メンバー表の作成  

 

持ち物 筆記用具，創知テキスト 

出欠確認 13:25 SHR での担任による点呼で判断する。７限に遅刻・早退があった場合

は分野代表が当該生徒の担任に連絡する。 

内容 ０分  点呼 

５分  グループ分け 

    分野ごとに決めやすい方法でグループを作成させてください。 

    例①マインドマップを見せながら興味関心の近い学友を探す。 

    例②研究部ですでにテーマがある生徒は除いて、残りの生徒を割り振

る。 

   ※メンバーの人数は４名が基本です。無理な場合は３名もしくは５名を

認めますが，それ以外は一切認めません。 

 

25 分 メンバー表の作成【別紙・当日配布】 

    必要事項を記入させ回収。 

    分野代表が目を通してメンバー構成・興味関心を把握する。 

※終えたグループは p75、76 を利用してブレスト。 

    漠然とした興味を、検証可能な「問い」に変換することが目的。 

     

45 分  片付け・解散 

  『次回は漠然とした興味を、検証可能な「問い」に変換する』時間なの

で、そのために必要な情報を調査し、各自印刷物や書籍などを持ち寄るこ

と。 

 

提出物 メンバー表 （分野担当者が確認→入力→原本は分野代表が保管） 

【入力先】★テーマ・リーダー・成績入力 

「１.研究テーマ」に研究テーマ（今のところは仮で OK）を入力 

「２.グループ」にグループ ID（３桁）、リーダーには◎を入力 

 

備考 グループ IDは物理が「101～」，化学が「201～」，生物が「301～」，数

学が「401～」，文献が「501～」，プログラミングが「601～」，オープ

ンデータが「701～」，スペシャルが「801～」です。分野内での番号順は

任意です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

３時限目 

回数・日時 ３回・令和５年５月９日（火） ５限 

担当者 7７期担任団（＋無理のない範囲で空きコマの理科教員） 

場所 物理（物理実験室），化学（化学実験室），生物（生物実験室），数学（地

学）文献（視聴覚），プログラミング（２－４・５），オープンデータ（２－

２・３）スペシャル（２－６） 

目標 ブレストを通して、漠然とした興味を検証可能な問いにする 

 

コメント 軌道に乗せるまでは生徒よりも先生がしんどいところです。軌道に乗せなけれ

ば生徒はすることがなくなり、表向きはおとなしくしていますが、何も考えて

いない「無」の時間を過ごすだけになります。 

内容 ０分  点呼 

５分  ブレスト【テキスト p75】 

    テキスト p76 に書き込みながら問いを探し出す。 

    問いを見つけ出すことにストレスを感じ、すぐに行き詰まるグループ

が出てくると思います。ファシリテーターをお願い致します。 

 

指導のヒント 

・インターネットで検索するグループが出てくると思いますが，情報の信頼性

を話題に挙げ，信頼できる情報を得る方法を考えさせてください。例えば

Googlescholar などで論文検索をするように促してください。 

・北館２階 SSH コーナーには他校の論文集があります。玉石混交であること  

を伝えた上で，ヒントを探させることも有効です。特に理科・数学・文献・

プログラミングなどはテーマが見つかりにくいので，特に有効になります。 

・詳細は次章２．指導方法を参考にしてください。 

 

45 分  片付け・解散 

    次回予告、課題の提示 

「先行研究を調べて、印刷して持ってきなさい。」 

「URL をメモしてすぐに検索できるようにしておきなさい。」 

「論文のデータを Google ドライブに保存しておきなさい」 

※ネットサーフィンの時間を極力減らす工夫をしてください。 

 

提出物 メンバー表（未提出の分野） 

備考 クロームブックを利用する場合は、教室から自分のものを活動場所に持ってい

く。 

メンバー表の情報を入力したら，原本は分野代表が保管してください。 

各分野のクラスルームを作成して連絡や課題の提出などに利用するのも可 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

２ 指導方法 
①課題研究の類型～担当グループの研究はどの類型にあてはまるか～ 

課題研究というと「仮説検証型」を思い浮かべますが，必ずしもこの枠にはまる必要はありま

せん。考えられる類型は次の通りです。生徒が行き詰ったときにこの類型を参考にして，コー

チングしてあげてください。 

類型 研究の手続きと概要 

仮説検証 先行研究を参考にし，そこから導き出した仮説を検証する実験などを

行い，仮説の妥当性を検討する。 

実験方法・測定方法

開発 

興味ある対象を調べる手段を得るために，調査・実験・測定法・測定

装置を開発し，観測等を行う。 

製作・合成 先行研究などから既存のシステムが抱える問題点を明らかにし，制

約・成功条件を明確にして解決策をデザインし，検証実験等で妥当性

を検討する。 

実地調査 仮説を設定せずにフィールドに赴き，そこで生起している現象を記述

し，モデル化することで課題を発見し，「製作・合成型」の方法を用

いながら解決を目指す。 

論証・証明 特定の定理や恒等式を論証するために，解決に向けた方針を立て，既

知の証明などを用いて計算し，論究する。 

文献研究 特定の人物や事柄を対象に，文献を読み込み，人物や事柄の理解を深

めたり，課題を見出したり，特定の主張を論点に即して論証したりす

る。 

参考：愛知県立大学大貫氏 スライドより 

 

※理科にフォーカスした場合 

・科学型探究 

研究対象の要因を調査して仮説立てたり，検証したりする。 

例: カビ殺菌に効果的な調味料を見つける， 

生活における CO2 排出量を調査して削減に効果的な行動を推定する等 

・工学型探究 

ある目的を達成するプロダクトを提案したり，実際に開発したりする。 

例: アトラクションを効率よく巡るルートを見つけ出す（巡回セールスマン問題） 

遺伝的アルゴリズムを開発する， 

インターネット依存対策のための具体的方略を提案する等 

・工学内包科学型探究 

研究対象の仮説を検証するための手法や実験装置等を開発する。 

例: 鳥の翼形が風から受ける揚力を測定する風洞実験装置を開発する， 

換気の効果量を測定するためのシミュレーションモデルを開発する等 

参考：大阪教育大学向井氏 日本理科教育学会全国大会発表論文集 第 20 号(2022)より 

 

②グループの特徴～あんな生徒、こんな生徒、どう指導する？～ 

・自律的突出型 

テーマ Sin{f(x)}が一様連続になる条件-ε-σ論法と数学的帰納法を用いて-  

選んだ理由 一様連続の定義が面白いと感じた。εに依存してδが決まるところなど。専門

書の演習問題などを見て決めた。 

困ったこと 一様でないと示そうと考えたら、と帰納法を用いたがうまいやり方が見つから

ず方針を切り替えることになった。 

教師の介入 基礎的な概念から広げていくようにというアドバイスをもらった。 

【考えられる指導方針】 

研究に取り掛かる前から明確な興味関心があり、かつ専門書や論文を読める力がある。そのた

め行き詰ったとしてもある程度は自身の力で解決ができる。このグループにあてはまる生徒は



 

どの学年でも一定数存在するが、この層は育成するのではなく自然発生している。存在が確認

できたら教員の枠に収めるのではなく、早い段階から外部との連携を図りたい。ただし、「外

注」するという感覚を持たないようにしたい。 

【介入のイメージ図】 

 

 

 

・日常分析型 

テーマ 信号のない横断歩道 

選んだ理由 通学している途中、危険だと思う横断歩道があるため興味をもった。 

困ったこと データがとりにくい。一瞬の出来事を記録すること。 

教師の介入 実際に交差点に行かなくても、youtube などの動画で調べたらいいのでは？

というアドバイスをもらったがそのような動画はなかったので実際に調べるこ

とにした。 

 

テーマ 欠点豆がコーヒーの風味に与える影響とは-水素イオン濃度、人間の味覚から

調べる- 

選んだ理由 コーヒーが好き。コーヒーを飲んでいるときに味が変だな、と感じた。ここか

ら欠点豆の存在を知った。 

困ったこと 焙煎を一定にすること。見た目や音で判断していたため客観的でない。 

教師の介入 人間を対象として評価しているので対照実験にしにくいことを中間発表で指摘

された。 

【考えられる指導方針】 

せっかく生徒の興味から生まれた疑問なので尊重し潰さないようにしたい。どのように研究を

深めていくかという部分は弱い傾向があるので、行き詰る可能性は高い。放任しすぎることな

く教員も生徒と同じ目線で研究を深める方法をできるだけ具体的に提案してやる。このとき、

教員からは「これが答えだ」というように言い切るのではなく、あくまで妥当な案の１つであ

るが選択は生徒に委ねるようにしたい。 

【介入のイメージ図】 

 

 

 

 

・スロースターター型 

テーマ 生物の異常行動から地震予知-魚の行動から地震予知- 

選んだ理由 プログラミングには興味があったがテーマは全く決めずにゼミに入った。生物

が好きで地震予知に興味があったのでこれらを掛け合わせて少しずつ決めてい

った。 

困ったこと テーマが決められなかったこと（周りはすぐに決まって取り残された）。友達

との会話で地震が起こるというデマがツイッターで流れたことが話題となって

ヒントになった。 

教師の介入 テーマが決まるまでは「好きなことをしていいよ」と具体的な指導はなかった

が、テーマが決まってからは、「仮定と定義をしっかりしよう」というアドバ

イスをもらった。 

【考えられる指導方針】 

研究なんてどうすればいいかわからないという迷える子羊タイプと、ぶっ飛びすぎて実現不能

タイプがみられる。決して探究活動に意欲がないわけではないが、本格的に研究を進められな

い期間が長くなる傾向にあるので生徒はモヤモヤするし、傍から見るとサボっているようにと

らえられてしまうかもしれない。短い研究期間で試行錯誤を繰り返して研究を深めることを重

視するのであれば初期の段階で介入は必要である。対話の時間を多くとり、何に興味があるの

研究開始 研究終了 

研究開始 研究終了 



 

かを整理してやる必要がある。手取り足取り指導するのではなく、あくまでマラソンのペース

メーカーとしてふるまい途中で離脱するつもりで指導するようにしたい。 

【介入のイメージ図】 

 

 

 

 

 

・行き詰まり型 

テーマ 膝がない人類によるサッカー-二重振り子の観察- 

選んだ理由 サッカーをやっていたときにコーチから受けたアドバイスに疑問をもった。最

初は室伏のキック力をテーマにしたかったが筋力を測ることはムリだったので

二重振り子にした。 

困ったこと 計算値が虚数になること。 

教師の介入 時間ごとの分析にしたら？ 

【考えられる指導方針】 

同一の研究がすでに行われていた、実験方法が学校では行えない、などの問題が発生したため

テーマを変更してしまうグループ。できるだけこうならないように避けたいパターン。挫折を

味わい試行錯誤を繰り返し、好意的に見れば２つ以上の研究を行っているととらえることもで

きるが研究にかけられる時間は半減している。初期の定期的な介入により行き詰らないように

したい。どうしても行き詰まった場合、実施していた研究内容が生きるテーマにするなど関連

をもたせ、０からのスタートにならないようにしたい。 

【介入のイメージ図】 

 

 

 

 

 

 

③トラブルシューティング～指導で困ったときは？～ 

・目的に立ち返らせる 

研究を進めていくにつれて，研究の目的を見失いがちです。行き詰ったときは，「何を明らか

にしたいの？」，「（目標ではなく）目的は何なの？」と上位目的を再認識させてあげてくだ

さい。ここが不明確できちんと説明できていないグループは，そのまま進めても空中分解して

しまうことがあるので，まずは目的を明確にしましょう。 

 

・見通しを立てさせる 

論文提出締め切り（２月上旬），ポスター発表会（３月上旬），学会発表（分野ごと）などの

大きなイベントを認識させ逆算させることで，スモールステップを設定することができます。

後述のスケジュールを担当している生徒に繰り返し伝え，短期・中期の目標をヒアリングする

とよいでしょう。 

 

・役割分担をさせる 

基本的に４人１組で実施しています。研究が進んでくるにつれて，温度差が発生し責任感のあ

るリーダーが１人で抱え込んでしまう事例が見受けられます。 

原因① 忘れ物が多い，約束した調べ物をやってこないなどちょっとした非協力な態度から温

度差が発生する。自分がやったほうが早いと思い，次から仕事を回さない。 

   →この状況まで進んでしまうとフォローが難しくなるので，メンバーの人間関係を点呼

時などに把握しておくことが重要。状況によっては早めに毅然とした指導も必要でし

ょう。 

研究開始 研究終了 

研究開始 研究終了 



 

原因② 放課後に活動を続ける場合もあります。このとき，部活動でほとんど参加できないこ

とが続くと，クラブに所属していない生徒，融通をきかせている生徒が孤立すること

があります。 

   →所属クラブの偏りも把握できるとより良いでしょう。部顧問の先生方のご配慮もいた

だけると幸いです。 

原因③ 何をやっているのかわからなくなる。悪意はないが途中でメンバーからおいて行かれ

るパターン。 

   →内容が難しくなってきてよくわからなくなることもあります。知識や技能のバックグ

ラウンドも関わりますので，研究部の生徒と一般の部活動の生徒の混合のグループな

どは注意が必要です。対策として，創知テキストに実験記録を毎時記入させ，振り返

りをさせることがあげられます。 

メンバーの特徴・強みを生かした役割分担を促しましょう。放課後に残れないのであれば，自

宅で論文を検索してプリントアウトしてくる，文書を作製する，データをまとめるなどはどう

でしょうか。全員が平等の負担は難しいかもしれませんが，不公平感を生まず，なおかつチー

ムに貢献しているという意識を持たせる指導をしていきたいです。 

 

・火曜６・７限を有効に活用させる 

集合・点呼をしてすぐに作業に取り掛かれず，「今日は何をする？」と言っているようなグル

ープは要注意です。 

原因として，「見通しが立てられていない」「前回終了時に振り返りができていない」ため，

一見，悩んでいる・考えているように見えるのですが有意義な時間は過ごせておらず深い学び

の時間にはなっていません。火曜６・７限を有効に活用するために，前回終了時に翌週までに

しておく個々の宿題を明らかにし，それを次回に持ち寄り検討するといった流れが必要です。 

例 前回「アンケート調査を行って，データを入力した」 

  宿題「適切なグラフにして視覚的に理解できるようにする」 

    「行った調査の方法をまとめ論文の資料として保存しておく」 

    「統計的な処理を視野に入れ，検定方法を調べておく」 

  本時 宿題を持ち寄り，データの解釈を４人で議論する 

 

④諸連絡 

・テーマ一覧 

生徒たちのテーマ，メンバー，担当教員などの一覧を作成します。 

「セキュリティーモード→創知→R５年度」にデータがあります。 

担当教員名・テーマ名（変更があるごとに再入力）・グループ番号など，ご自身が主で担当す

る部分の入力をしてください。 

最終的にこのデータが，成績入力や論文集の目次作成に利用されます。テーマ名は「〇〇につ

いて」のようにキーワードのみではなく，内容がある程度予測できる名称にしたほうがよいで

しょう。そのため，サブテーマを使用することも一案です。 

 

・毎時の出欠確認 

責任者：学級担任 主担当から受けた連絡をもとに，欠席者を集約し入力をお願いします。 

主担当 担当グループの生徒で遅刻や早退，保健室来室などがあった場合は，担任に

連絡をお願いします。 

 

・物品購入 

事後報告は一切対応できません。何か希望する物品がある場合は分野代表にご相談ください。

分野代表の先生は取りまとめていただき，研究主任に連絡してください。 

 

・講師謝礼 

理科，数学，文系などの研究は積極的に講師依頼をし，専門的な指導の場を設けてください。



 

ただし，こちらも事後報告は一切対応できません。アポイントをとる前に，希望する日時，回

数，指導内容，依頼する講師などの情報を事前に課題研究主担までご報告ください。 

 

・学会参加 

研究は発表することで一連の過程をすべて経験することができます。適切なフィードバックを

受けることは学びを深めることにつながります。論文作成，ポスター発表は全員が行いますが，

ぜひとも積極的に外の世界とつながることもご検討ください。 

インターネットを検索すれば多くの高校生向けの発表会を見つけられます。１月～３月の学会

ですと，データも集まり始め，論文作成と並行しておりますので参加のハードルは下がるので

おすすめです。推薦入試で「学びの設計書」を提出させるなど生徒の学習意欲を記述させる大

学も見られます。「勉強と部活動を頑張った」に何をプラスさせられるかが求められています。 

 

３ 評価 
・総括的評価 

前期 ディベート（配分１） 課題研究（配分１） 

知識技能 100 前期期末考査 社会科で作成 前期期末考査 SSH で作成 

思 考 判 断 表 現

100 

ディベートの結果 （参加〇点、ク

ラス代表〇点，優勝〇点など） 

パフォーマンス課題（バラコマに

て） 

主体的 100 テキストの記述（ルーブリックで評

価 社会科で作成・評価） 

振り返りの記述（ルーブリックで

評価 SSH で作成・評価） 

 

後期 課題研究 

知識技能 100 後期中間考査 SSH で作成 

思考判断表現 100 論文，普段の取り組み・学会発表などの行動観察（ルーブリックで評価 

各分野で作成・主担当が評価） 

主体的 100 論文，普段の取り組み・学会発表などの行動観察（ルーブリックで評価 

各分野で作成・主担当が評価） 

ルーブリック：下記の３×３のルーブリックを使用し，内容・基準・徴候は分野内で作成して

ください。評価結果は分野代表が集約し成績ファイルに入力してください。「セキュ

リティーモード→創知→R５年度」 

 C（支援が必要） B（おおむね目標に達している） 

【育成する生徒像】 

A（十分達成してい

る） 

思考判断① 

内容 

基準 

徴候 

基準 

徴候 

基準 

徴候 

思考判断② 

内容 

基準 

徴候 

基準 

徴候 

基準 

徴候 

主体性 

内容 

基準 

徴候 

基準 

徴候 

基準 

徴候 

作成手順 

０ 指導する分野でどのような力を身につけさせたいか明確にする。 

１ 育成したい資質能力を身につけたモデル生徒を想定する。 

２ 徴候を記述語として複数挙げ，その後それに合致する基準を作成する。 

３ おおむね達成している生徒を中間 B とし，それ以上に突出した生徒を A，やや満たない生

徒を C とする。なお，「おおむね達成している」状態を育成したい生徒像の基準とする。 



 

・形成的評価 

①４つの窓 バラコマで生徒が作成した成果物を各分野代表にお渡しします。介入が必要なグ

ループ・個人に個別指導を行ってください。 

     実施時期 １０月 

→【４つの窓でわかること】 

あくまで支援のツールですので、たくさん書けていると「優秀」、少なければ「劣っている」

というものではありません。 

・右端の「わかったこと・手がかり」の記入数 

 この欄が多くかけているグループは順調に進んでいるとみてよいでしょう。他の欄がたくさ

ん書けていても、この欄が少ない場合は試行錯誤しているが結果が出ていない状態である可能

性があります。研究の方向性が正しいのか批判的に振り返らせるようなコーチングが必要です。 

・全体的な記入数 

 グループ全員が書けていない場合は、グループとして研究が進んでいない可能性が高いです。

グループ全員を読んでこれまでの進捗を発表させるなどして、主担当、分野代表などと対話の

機会を設けたいです。 

 一方、グループ内で記入数にばらつきがある場合、記入数が少ない生徒は「研究内容が理解

できず、おいて行かれている」か「研究にはついていけているがメタ認知の力が弱い」のどち

らかといえます。いずれにしても、個別に対話の機会を設ける必要があります。 

 

②中間確認 口頭発表，グループディスカッション，グループ面談，個人面談などを実施し，     

介入が必要なグループ・個人に個別指導 

     どの方法をとれば生徒の変容をよりみとることができるかは分野ごとの特性・育     

成したい資質能力によって選択できる。 

     実施時期 １０～１１月 

 

 

・論文およびポスター作成（生徒用テキスト p102～107 に記載） 

※テンプレートは https://*******よりダウンロード 

論文は論文集として印刷するため、枚数の増減は一切できません。また体裁を厳守するようご

指導ください。 

【論文】 

枚数：A4 用紙 4 枚（理科・数学），その他のグループ（文献，プログラミング，オープンデ

ータ，スペシャル）は２枚 

印刷：白黒印刷のため，グラフの作成方法に注意してください。濃淡をつける，テクスチュア

を変えるなど工夫するようご指導ください。 

余白：２段組，上下余白 25 ㎜・左右余白 20 ㎜ 

字体：タイトル（MS ゴシック 14 ポイント・太字・中央揃え） 

   氏名（MS 明朝 10.5 ポイント・中央揃え） 

   本文（MS 明朝 10 ポイント・左揃え） 

   本文の章立て（MS ゴシック太字 10 ポイント） 

   →本文中の章立ては，テキストでは「序論」「方法」などを例としてあげていますが，

分野によって適宜変更していただいて結構です。 

 

【ポスター】 

枚数：A０サイズ１枚（A４用紙 16 枚の分割印刷をしますので、テープで張り合わせます） 

印刷：カラー印刷 

その他、細かい体裁はありません。生徒が発表しやすければ特に問題ありません。公序良俗に

反していないか、人権的な配慮はなされているかのみ確認してください。 

 

 



 

・論文提出、ポスター作成のスケジュール 

 生徒 教員 

１月中 論文作成および不足しているデータ

の収集 

論文作成の指示をするが，不足して

いるデータを集めるなど実験・調査

を並行して実施させる。 

※早々に実験・調査を終了し，論文

作成のみにならないように 

2 月(  )日 

ラスト２ 

論文一次原稿提出 主担当→バディの順で論文をチェッ

ク 

論文返却 

 論文修正・提出 主担当が論文のチェック・評価 

2 月(  )日 

最終回 

論文入稿原稿提出 

ポスター提出 

論文受理 

ポスターデータ受理 

2 月 16 日(金) 期末考査  

2 月 22 日(木) 期末考査終了  

 ポスター追提出 

(考査前までに提出できなかった場

合) 

ポスターデータ受理 

2 月 29 日(木)  ポスターデータを生物準備室 PC に

USB メモリを使って提出 

３月１日(金)～  ポスター印刷（河井） 

 

・論文集 

納品日 ３月４日（月）ごろを予定 

77 期２年生は学年費より購入（年度当初に計上済み） １冊 500 円程度 

※除籍生徒が出た場合は，わかり次第事務室に連絡する 

 

・ポスター発表会 

３月１週目（高校入試検査場準備の前日）に２限連続で実施します。 

当日スケジュール 

7：00 業者設営開始 依頼業者 JOG 元方さん ※体育館での朝練は禁止 

    シート２枚，養生はすべて業者が実施 そのため生徒は体育館シューズ不要 

8：10 １・２年 SHR 

    １年生にはポスター配置図・タイトル一覧を配布 

    ２年生には論文集を配布し，名前を書かせる 

 

１限目 体育館設営 ２年ポスター張り合わせ（16 分割用紙をつなげる） １年研究倫理 

8：40 ２年体育館入場・ポスター設置 

8：55 １年体育館入場 

 

２～３限目 ポスター発表 

9：15 開会の挨拶・諸連絡 

9：20 ０グループの発表（１・２グループ・１年は聴衆） 

９：55 １グループの発表（０・２グループ・１年は聴衆） 

10：30 ２グループの発表（０・１グループ・１年は聴衆） 

11：05 閉会の挨拶・諸連絡 

 

４限目 体育館撤収作業 １・２年 LHR（アンケート回答など） 

11：50 下校 

12：30 体育館撤収完了 



 

担当グループの記録 

グループのテーマ 

◎  組 

欠席・早退 

指導の記録 

・  組 

欠席・早退 

指導の記録 

・  組 

欠席・早退 

指導の記録 

・  組 

欠席・早退 

指導の記録 

・  組 

欠席・早退 

指導の記録 
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数
の
実
験
に
繋
げ
て
、
探
究
を
広
げ
て
い

る
。
 

【
思
２
】
根
拠
を
も
っ
て
考
え
を
述
べ

る
こ
と
が
で
き
る

 

基
準
 
先
行
研
究
や
実
験
の
結
果
を
踏
ま
え
ず
、
自
身
の
感
覚
で
考
え
を
述
べ
て
い

る
 

・
考
察
に
先
行
研
究
や
実
験
で
の
数
値
的
な
裏
付
け
が
な
く
、
感
覚
的
に
考
え
を
述

べ
て
い
る
 

・
論
文
に
は
実
験
結
果
の
羅
列
に
近
い
も
の
が
書
か
れ
て
い
る

 

・
実
験
摘
果
を
論
理
的
に
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い

 

・
実
験
結
果
を
踏
ま
え
て
自
身
の
班
の
考
え
を
論
理
的
に
説
明
で
き
て
い
な

 
 

 
い
 

 

基
準
 
先
行
研
究
や
実
験
で
の
気
づ
き
を
も
と
に
、
根
拠
を
も
っ
て
考
え
を
述
べ
る

こ
と
が
で
き
る
 

・
先
行
研
究
や
実
験
を
通
し
て
得
た
知
見
を
元
に
考
え
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
 

・
実
験
デ
ー
タ
を
も
と
に
し
て
、
目
的
に
沿
っ
た
考
察
が
で
き
て
い
る
 

・
実
験
結
果
の
説
明
が
矛
盾
な
く
さ
れ
て
い
る

 

・
自
分
た
ち
の
実
験
の
足
り
な
い
点
や
課
題
に
も
言
及
し
て
い
る

 

基
準
 
先
行
研
究
や
実
験
で
の
気
づ
き
を
も
と
に
、
多
面
的
な
視
点
を
も
っ
て
論
理

的
に
考
え
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
 

・
先
行
研
究
や
実
験
を
通
し
て
得
た
知
見
を
元
に
考
え
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
 

・
実
験
デ
ー
タ
を
も
と
に
し
て
、
目
的
に
沿
っ
た
考
察
が
で
き
て
い
る
 

・
実
験
結
果
の
説
明
が
矛
盾
な
く
過
不
足
な
く
さ
れ
て
い
る

 

・
実
験
結
果
を
定
量
的
に
評
価
し
て
い
る

 

・
自
分
た
ち
の
実
験
の
足
り
な
い
点
や
課
題
に
も
言
及
し
て
お
り
、
そ
の
解
決
策
も

具
体
的
に
示
せ
て
い
る

 

主
体
的

に
学
習

に
取
り

組
む
態

度
 

【
主
１
】
自
身
の
研
究
を
よ
り
よ
く
し

よ
う
と
，
実
験
方
法
・
調
査
方
法
を
試

行
錯
誤
し
，
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き

る
。
 

※
根
性
論
で
と
り
あ
え
ず
長
い
時
間
が

ん
ば
っ
た
，
と
い
う
真
面
目
さ
だ
け
を

育
て
た
い
わ
け
で
は
な
い
こ
と
に
注
意

し
た
い
。

 

基
準
 
自
身
の
研
究
を
よ
り
よ
く
し
よ
う
と
い
う
試
行
錯
誤
が
あ
ま
り
感
じ
ら
れ
な

い
。
教
員
の
支
援
が
あ
っ
て
よ
う
や
く
探
究
活
動
が
で
き
て
い
る

 

・
課
題
研
究
の
時
間
が
は
じ
ま
っ
て
か
ら
何
を
す
る
か
を
考
え
て
い
る
 

・
ど
の
よ
う
な
実
験
を
す
れ
ば
目
的
の
結
果
が
得
ら
れ
る
か
が
わ
か
ら
な
い
 

・
教
員
に
言
わ
れ
る
が
ま
ま
に
研
究
を
行
っ
て
い
る
 

基
準
 
自
身
の
研
究
を
よ
り
よ
く
し
よ
う
と
，
実
験
方
法
・
調
査
方
法
を
試
行
錯
誤

し
，
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

・
目
的
の
デ
ー
タ
が
得
ら
れ
る
よ
う
な
実
験
制
御
を
考
え
て
い
る
 

・
自
身
の
研
究
の
進
捗
の
把
握
が
で
き
て
お
り
、
必
要
に
応
じ
て
放
課
後
な

 
 

 
ど
に
も
実
験
が
で
き
て
い
る

 

・
前
回
の
実
験
の
振
り
返
り
を
班
員
や
教
員
と
行
い
、
そ
の
振
り
返
り
を
活

 

か
し
て
次
に
次
に
行
う
実
験
を
考
え
ら
れ
て
い
る

 

基
準
 
自
身
の
研
究
を
よ
り
よ
く
し
よ
う
と
，
実
験
方
法
・
調
査
方
法
を
何
度
も
試

行
錯
誤
し
，
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

・
誤
差
や
条
件
が
結
果
に
与
え
る
影
響
を
加
味
し
た
上
で
、
目
的
の
デ
ー
タ
が
得
ら

れ
る
よ
う
に
実
験
制
御
を
工
夫
し
て
い
る
 

・
自
身
の
研
究
の
進
捗
の
把
握
が
で
き
て
お
り
、
必
要
に
応
じ
て
放
課
後
な
ど
に
も

実
験
が
で
き
て
い
る

 

・
前
回
の
実
験
の
振
り
返
り
を
班
員
や
教
員
と
行
い
、
そ
の
振
り
返
り
を
元
に
し
て

次
に
行
う
実
験
を
教
員
に
提
案
で
き
る

 

・
化
学
工
学
会
に
参
加
の
意
志
を
示
し
て
い
る
 

【
主
２
】
自
身
の
研
究
に
ふ
さ
わ
し
い

情
報
を
批
判
的
に
選
択
で
き
る

 

※
計
画
当
初
の
先
行
研
究
の
は
な
し
で

は
な
い
。
研
究
が
進
ん
で
い
き
，
よ
り

研
究
を
深
め
る
た
め
に
得
ら
れ
た
情
報

の
う
ち
何
を
使
い
，
何
を
使
わ
な
い
の

か
，
を
選
択
で
き
る
。
も
し
く
は
，
何

が
足
り
な
い
か
を
見
極
め
，
そ
れ
を
求

め
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

基
準
 
何
が
分
か
っ
て
い
て
、
何
が
わ
か
ら
な
い
の
か
が
整
理
で
き
て
い
な
い
。
実

験
は
し
た
も
の
の
、
そ
の
結
果
を
充
分
に
解
釈
で
き
て
い
な
い
。

 

・
実
験
を
し
た
も
の
の
、
実
験
か
ら
何
が
言
え
る
の
か
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
 

・
実
験
ノ
ー
ト
を
見
返
し
て
も
、
書
い
て
あ
る
こ
と
の
意
味
が
分
か
ら
な
い

 

・
ど
の
実
験
を
、
何
回
す
れ
ば
目
的
が
達
せ
ら
れ
る
の
か
が
、
教
員
に
言
わ
れ
な
い

と
わ
か
ら
な
い
。
 

基
準
 
自
身
の
研
究
に
ふ
さ
わ
し
い
情
報
を
批
判
的
に
選
択
で
き
る

 

・
先
行
研
究
や
実
験
結
果
を
自
分
な
り
に
整
理
し
て
、
研
究
ノ
ー
ト
な
ど
に
ま
と
め

て
ら
れ
て
い
る
 

・
得
ら
れ
た
実
験
結
果
を
う
の
み
に
す
る
の
で
は
な
く
、
適
切
な
条
件
で
き
ち
ん
と

実
験
で
き
て
い
た
か
ど
う
か
な
ど
、
得
ら
れ
た
結
果
を
吟
味
し
て
い
る

 

 

基
準
 
自
身
の
研
究
を
俯
瞰
的
に
と
ら
え
て
、
ふ
さ
わ
し
い
情
報
を
 

批
判
的
に
選
択
で
き
る

 

・
先
行
研
究
な
ど
研
究
に
必
要
な
情
報
を
集
め
整
理
す
る
機
会
を
定
期
的
に
設
け
、

研
究
に
必
要
な
情
報
が
ど
の
程
度
揃
っ
て
い
る
か
の
調
整
が
で
き
て
い
る
 

・
教
員
に
対
し
て
こ
れ
ま
で
の
実
験
で
分
か
っ
た
こ
と
、
そ
の
デ
ー
タ
の
信
憑
性
を

説
明
で
き
る

 

・
実
験
デ
ー
タ
を
ど
の
形
式
で
示
す
と
効
果
的
か
が
考
え
ら
れ
て
い
る

 

個
人
評
価
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
 

項
目

 
規
準

 
C
（
支
援
が
必
要
）

 
B
（
お
お
む
ね
目
標
に
達
し
て
い
る
）
【
育
成
し
た
い
生
徒
像
】

 
A
（
十
分
達
成
し
て
い
る
）

 

思
考

 

判
断

 

表
現

 

【
思
３
】
得
ら
れ

た
デ
ー
タ
を
ま
と

め
る
，
可
視
化
す

る
な
ど
し
情
報
と

し
て
提
供
す
る
こ

と
が
で
き
る

 

基
準
 
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
の
意
味
が
分
か
っ
て
い
な
い
 

・
行
っ
て
い
る
実
験
の
研
究
に
お
け
る
位
置
づ
け
が
分
か
っ
て
い
な
い
 

・
自
身
の
研
究
へ
の
理
解
が
不
足
し
て
い
る
 

基
準
 
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
を
ま
と
め
る
，
可
視
化
す
る
な
ど
し
情
報
と

し
て
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
 

・
研
究
の
過
程
で
得
た
情
報
を
整
理
し
て
、
班
員
に
対
し
て
、
グ
ラ
フ

形
式
で
提
供
で
き
る
 

・
教
員
か
ら
の
質
問
に
対
し
て
自
分
の
意
見
を
述
べ
ら
れ
る

 

基
準
 
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
を
根
拠
を
も
っ
て
ま
と
め
て
情
報
と
し
て
提

供
す
る
こ
と
が
で
き
る
 

・
研
究
の
過
程
で
得
た
情
報
を
整
理
し
て
、
班
員
に
対
し
て
、
グ
ラ
フ

形
式
で
提
供
で
き
、
説
明
で
き
る
 

・
教
員
か
ら
の
質
問
に
対
し
て
意
見
を
根
拠
を
も
っ
て
述
べ
ら
れ
る
 

主
体
的

に
学
習

に
取
り

組
む
態

度
 

【
主
３
】
自
分
た

ち
の
研
究
を
よ
り

良
く
し
よ
う
と
，

メ
ン
バ
ー
の
取
り

組
み
を
調
整
で
き

る
 

基
準
 
班
員
の
指
示
に
た
だ
従
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
 

・
班
員
に
頼
ま
れ
た
こ
と
を
頑
張
っ
て
い
る
 

・
班
員
の
指
示
が
な
い
と
次
に
と
る
べ
き
行
動
が
わ
か
ら
な
い
。

 

基
準
 
自
分
た
ち
の
研
究
を
よ
り
良
く
し
よ
う
と
，
メ
ン
バ
ー
の
取
り

組
み
を
調
整
で
き
る
 

・
自
身
の
研
究
を
進
め
よ
う
と
自
発
的
に
調
査
や
デ
ー
タ
整
理
や
追
加

実
験
な
ど
の
行
動
が
で
き
る
 

・
班
員
と
情
報
共
有
が
で
き
て
い
る
 

基
準
 
研
究
を
進
め
る
た
め
に
自
発
的
・
積
極
的
に
行
動
が
で
き
、
研

究
に
メ
ン
バ
ー
も
巻
き
込
ん
で
い
る
 
 
 
 

・
自
身
の
研
究
を
進
め
よ
う
と
自
発
的
に
調
査
や
デ
ー
タ
整
理
や
追
加

実
験
な
ど
の
行
動
が
で
き
て
い
る
 

・
研
究
を
深
め
る
た
め
に
班
員
を
巻
き
込
む
努
力
・
工
夫
を
し
て
い

る
・
化
学
工
学
会
に
参
加
の
意
志
を
示
し
て
い
る
。

 

 





分
野
名
（
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
）

 
グ
ル
ー
プ
評
価
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
 

項
目
 

規
準
 

C
（
支
援
が
必
要
）
 

B
（
お
お
む
ね
目
標
に
達
し
て
い
る
）
 

【
育
成
し
た
い
生
徒
像
】
 

A
（
十
分
達
成
し
て
い
る
）
 

思
考

判
断

表
現
 

問
い
を
設
定
し
，
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
 

※
火
種
を
つ
く
る
だ
け
で
な
く
，
火
種
を
大
き
く
し
て
い

け
る
イ
メ
ー
ジ
。
火
種
が
消
え
て
し
ま
っ
た
と
き
に
ど
う

方
法
を
改
め
る
の
か
，
と
い
う
観
点
は
試
行
錯
誤
の
項
目

で
見
取
る
。
 

基
準

 
研
究
意
義
の
あ
る
問
い
を
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
 

徴
候

 
思
い
付
き
や
表
面
的
な
発
想
か
ら
問
い
を
設
定
し
て
い

る
。
 

手
順
が
分
か
ら
ず
、
計
画
や
扱
う
デ
ー
タ
に
不
備
が
あ
る
。
 

基
準

 
研
究
の
意
義
を
意
識
し
、
問
い
を
明
確
に

設
定
し
て
い
る
。
 

徴
候

 
発
想
や
着
眼
点
が
良
く
、
提
案
・
解
決
す

べ
き
事
象
が
明
確
で
あ
る
。
 

基
準

 
研
究
の
社
会
的
価
値
を
意
識
し
て
、
実
行

可
能
な
問
い
を
立
て
て
い
る
。
 

徴
候

 
発
想
や
着
眼
点
が
良
く
、
社
会
的
な
意
義

を
持
っ
て
い
る
。
 

先
行
研
究
を
踏
ま
え
て
、
検
証
や
実
行
可
能
な
問

い
を
立
て
て
い
る
。
 

根
拠
を
も
っ
て
考
え
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
 

基
準

 
研
究
内
容
や
聞
き
手
の
意
図
を
理
解
し
て
い
な
い
。
得
ら

れ
た
情
報
を
ま
と
め
て
い
な
い
。
 

徴
候

 
必
要
な
要
素
・
デ
ー
タ
が
不
足
し
て
お
り
、
研
究
の
概
要

を
羅
列
し
て
い
る
。
デ
ー
タ
の
処
理
方
法
に
誤
り
が
あ
る
。
グ
ラ

フ
や
表
に
不
備
が
あ
る
。
 

基
準

 
研
究
内
容
や
聴
き
手
の
意
図
を
捉
え
て
い

る
。
得
ら
れ
た
情
報
を
適
切
に
整
理
し
て
い
る
。
 

徴
候

 
必
要
な
要
素
が
充
分
に
含
ま
れ
、
研
究
の

概
要
を
説
明
し
て
い
る
。
デ
ー
タ
の
着
目
点
に
留

意
し
、
分
析
・
判
断
を
し
て
い
る
。
 

基
準

 
研
究
内
容
の
要
点
を
捉
え
、
聞
き
手
に
適

切
に
対
応
し
て
い
る
。
 

徴
候

 
必
要
な
要
素
を
取
捨
選
択
し
、
研
究
成
果

を
的
確
に
説
明
し
て
い
る
。
 

複
数
の
デ
ー
タ
を
適
切
に
判
断
・
分
析
し
、
適
切

な
表
や
グ
ラ
フ
で
表
し
て
い
る
。
 

主
体

的
に

学
習

に
取

り
組

む
態

度
 

自
身
の
研
究
を
よ
り
よ
く
し
よ
う
と
，
実
験
方
法
・
調
査

方
法
を
試
行
錯
誤
し
，
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

※
根
性
論
で
と
り
あ
え
ず
長
い
時
間
が
ん
ば
っ
た
，
と
い

う
真
面
目
さ
だ
け
を
育
て
た
い
わ
け
で
は
な
い
こ
と
に
注

意
し
た
い
。
 

基
準

 
具
体
的
な
計
画
が
な
く
実
施
が
困
難
で
あ
る
。
 

徴
候

 
研
究
に
必
要
な
条
件
や
デ
ー
タ
を
考
慮
で
き
て
い
な
い
。
 

基
準

 
実
施
可
能
な
計
画
を
立
て
て
い
る
。
 

徴
候

 
研
究
に
必
要
な
条
件
や
実
現
可
能
な
検
証

法
な
ど
を
考
慮
し
て
い
る
。
 

基
準

 
適
切
な
計
画
を
立
て
て
実
施
し
て
い
る
。
 

徴
候

 
必
要
な
知
識
や
情
報
を
自
ら
取
得
し
、
計

画
を
修
正
し
な
が
ら
検
証
を
行
っ
て
い
る
。
 

自
身
の
研
究
に
ふ
さ
わ
し
い
情
報
を
批
判
的
に
選
択
で
き

る
 

※
計
画
当
初
の
先
行
研
究
の
は
な
し
で
は
な
い
。
研
究
が

進
ん
で
い
き
，
よ
り
研
究
を
深
め
る
た
め
に
得
ら
れ
た
情

報
を
う
ち
何
を
使
い
，
何
を
使
わ
な
い
の
か
，
を
選
択
で

き
る
。
も
し
く
は
，
何
が
足
り
な
い
か
を
見
極
め
，
そ
れ

を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

基
準

 
論
理
的
な
考
察
が
で
き
て
い
な
い
。
 

徴
候

 
主
張
が
主
観
的
で
信
頼
性
に
欠
け
る
。
目
的
に
合
わ
せ
て

デ
ー
タ
を
示
し
て
い
る
が
、
分
析
や
判
断
が
不
十
分
で
あ
る
。
 

基
準

 
論
理
的
な
考
察
が
な
さ
れ
て
い
る
。
 

徴
候

 
主
張
と
そ
れ
を
裏
付
け
る
根
拠
を
持
っ
て

い
る
。
複
数
の
デ
ー
タ
を
扱
い
、
デ
ー
タ
の
妥
当

性
を
検
証
し
て
い
る
。
 

基
準

 
多
面
的
で
論
理
的
な
考
察
を
行
っ
て
い

る
。
 

徴
候

 
高
主
張
を
裏
付
け
る
根
拠
を
精
選
し
、
適

切
な
考
察
に
基
づ
く
主
張
を
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
デ
ー
タ
を
厳
密
に
検
証
し
、
多
面
的
に
妥
当

性
を
検
証
し
て
い
る
。
 

 個
人
評
価
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク

 

項
目
 

規
準
 

C
（
支
援
が
必
要
）
 

B
（
お
お
む
ね
目
標
に
達
し
て
い
る
）
 

【
育
成
し
た
い
生
徒
像
】
 

A
（
十
分
達
成
し
て
い
る
）
 

思
考
 

判
断
 

表
現
 

得
ら
れ
た
デ
ー
タ
を
ま
と
め
る
，
可
視
化

す
る
な
ど
し
情
報
と
し
て
提
供
す
る
こ
と

が
で
き
る
 

基
準

 
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
の
意
味
や
研
究
の
内
容

が
分
か
っ
て
い
な
い
。
 

徴
候

 
教
員
か
ら
の
質
問
に
適
切
に
答
え
る
こ
と

が
で
き
な
い
。
デ
ー
タ
を
収
集
で
き
る
が
、
分
析

や
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
 

基
準

 
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
の
意
味
や
研
究
の
内
容
を
理
解

し
、
概
要
を
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

徴
候

 
教
員
か
ら
の
質
問
に
適
切
に
答
え
る
こ
と
が
で
き

る
。
デ
ー
タ
を
分
析
・
判
断
し
、
グ
ラ
フ
や
表
に
ま
と
め

る
こ
と
が
で
き
る
。
 

基
準

 
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
の
意
味
や
研
究
の
内
容
を
理
解
し
、
意

見
の
交
換
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

徴
候

 
他
者
の
意
見
を
受
け
て
、
自
ら
の
考
察
や
結
論
を
再
検
討

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
複
数
の
デ
ー
タ
を
文
政
・
判
断
し
、
グ
ラ

フ
や
表
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

主
体
的
に
学

習
に
取
り
組

む
態
度
 

自
分
た
ち
の
研
究
を
よ
り
良
く
し
よ
う

と
，
メ
ン
バ
ー
の
取
り
組
み
を
調
整
で
き

る
 

基
準

 
班
員
の
指
示
に
従
っ
て
行
動
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
 

徴
候

 
班
員
に
頼
ま
れ
た
こ
と
を
頑
張
る
こ
と
が

で
き
る
。
 

班
員
の
指
示
を
適
切
に
聞
く
こ
と
が
で
き
る
。
 

基
準

 
班
員
の
取
り
組
み
を
調
整
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

徴
候

 
班
員
と
の
情
報
共
有
を
密
に
行
っ
て
い
る
。
自
発

的
に
デ
ー
タ
の
収
集
や
整
理
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

基
準

 
班
員
の
取
り
組
み
を
調
整
し
、
新
た
な
視
点
を
研
究
に
加

え
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

徴
候

 
班
員
と
の
情
報
共
有
を
密
に
行
っ
て
い
る
。
デ
ー
タ
を
多

角
的
に
捉
え
、
班
の
研
究
の
方
向
性
を
調
整
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
 

  



分
野
名
（
 
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

 
）

 
グ
ル
ー
プ
評
価
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
 

項
目
 

規
準
 

C
（
支
援
が
必
要
）
 

B
（
お
お
む
ね
目
標
に
達
し
て
い
る
）
 

【
育
成
し
た
い
生
徒
像
】
 

A
（
十
分
達
成
し
て
い
る
）
 

思
考
 

判
断
 

表
現
 

問
い
を
設
定
し
，
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

※
火
種
を
つ
く
る
だ
け
で
な
く
，
火
種
を
大
き
く
し
て
い
け
る

イ
メ
ー
ジ
。
火
種
が
消
え
て
し
ま
っ
た
と
き
に
ど
う
方
法
を
改

め
る
の
か
，
と
い
う
観
点
は
試
行
錯
誤
の
項
目
で
見
取
る
。
 

基
準

 
問
い
の
設
定
が
で
き
て
い
る
。
 

徴
候

 
問
い
の
設
定
は
で
き
て
い
る
が
、
そ
の

解
決
方
法
に
つ
い
て
は
具
体
的
に
な
っ
て
い
な

い
。
 

基
準

 
問
い
を
設
定
し
、
そ
れ
に
対
す
る
実
現
可

能
な
手
段
が
検
討
で
き
て
い
る
。
 

徴
候

 
ど
ん
な
道
具
、
言
語
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
、

サ
ー
ビ
ス
を
つ
か
っ
て
問
い
を
解
決
す
る
か
が
は

っ
き
り
し
て
い
る
。
 

基
準

 
問
い
、
解
決
手
段
が
検
討
で
き
た
う
え
で
、
そ
の

妥
当
性
の
検
証
方
法
も
考
え
ら
れ
て
い
る
。
 

徴
候

 
問
い
の
社
会
的
意
義
を
補
強
す
る
た
め
の
調
査

や
、
実
験
結
果
の
価
値
を
確
認
で
き
る
よ
う
な
方
法
が
考

え
ら
れ
て
い
る
。
 

根
拠
を
も
っ
て
考
え
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

基
準

 
問
い
に
つ
い
て
、
そ
の
目
的
を
説
明
で

き
る
。
研
究
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。
 

徴
候

 
目
的
が
独
り
よ
が
り
、
た
だ
作
っ
て
み

た
い
な
ど
。
 

説
明
は
し
て
い
る
が
、
筋
が
通
っ
て
い
な
い
。
 

基
準

 
問
い
に
つ
い
て
、
そ
の
目
的
を
取
り
組
む

価
値
を
含
め
て
、
説
明
で
き
る
。
研
究
に
つ
い

て
、
筋
の
通
っ
た
説
明
で
き
る
。
 

徴
候

 
他
者
に
と
っ
て
の
メ
リ
ッ
ト
が
述
べ
ら
れ

て
い
る
。
一
貫
性
の
あ
る
説
明
が
で
き
て
い
る
。
 

基
準

 
問
い
に
つ
い
て
、
根
拠
を
持
っ
て
、
そ
の
目
的
を

説
明
で
き
る
。
 

研
究
の
価
値
を
、
根
拠
を
持
っ
て
説
明
で
き
る
。
 

徴
候

 
根
拠
を
持
っ
て
他
者
へ
の
メ
リ
ッ
ト
が
述
べ
ら
れ

て
い
る
。
調
査
結
果
を
も
と
に
論
理
的
に
研
究
の
価
値
が

述
べ
ら
れ
て
い
る
。
 

主
体
的

に
学
習

に
取
り

組
む
態

度
 

自
身
の
研
究
を
よ
り
よ
く
し
よ
う
と
，
実
験
方
法
・
調
査
方
法

を
試
行
錯
誤
し
，
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

※
根
性
論
で
と
り
あ
え
ず
長
い
時
間
が
ん
ば
っ
た
，
と
い
う
真

面
目
さ
だ
け
を
育
て
た
い
わ
け
で
は
な
い
こ
と
に
注
意
し
た

い
。
 

基
準

 
１
つ
の
方
法
だ
け
で
解
決
し
よ
う
と
し

て
い
る
。
 

徴
候

 
思
い
付
き
の
解
決
方
法
で
進
め
よ
う
と

し
て
お
り
、
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
な

い
。
 

基
準

 
複
数
の
方
法
を
検
討
し
、
解
決
し
よ
う
と

す
る
。
 

徴
候

 
複
数
の
解
決
方
法
を
試
し
て
い
る
が
、
う

ま
く
い
か
な
か
っ
た
方
法
へ
の
分
析
が
明
確
で
な

く
、
ほ
か
の
方
法
に
活
か
せ
て
い
な
い
。

 

基
準

 
複
数
の
方
法
を
検
討
し
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
解

決
方
法
を
改
善
し
て
い
る
。
 

徴
候

 
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
方
法
を
分
析
し
、
新
た
な

検
証
方
法
に
つ
な
げ
て
い
る
。
 

自
身
の
研
究
に
ふ
さ
わ
し
い
情
報
を
批
判
的
に
選
択
で
き
る
 

※
計
画
当
初
の
先
行
研
究
の
は
な
し
で
は
な
い
。
研
究
が
進
ん

で
い
き
，
よ
り
研
究
を
深
め
る
た
め
に
得
ら
れ
た
情
報
の
う
ち

何
を
使
い
，
何
を
使
わ
な
い
の
か
，
を
選
択
で
き
る
。
も
し
く

は
，
何
が
足
り
な
い
か
を
見
極
め
，
そ
れ
を
求
め
る
こ
と
が
で

き
る
。
 

基
準

 
研
究
過
程
で
得
ら
れ
た
こ
と
を
振
り
返

ら
ず
、
研
究
を
進
め
て
い
る
。
 

徴
候

 
研
究
で
わ
か
っ
た
こ
と
が
整
理
さ
れ
て

い
な
い
。
や
み
く
も
に
い
ろ
ん
な
結
果
が
積
み

あ
が
っ
て
い
る
。
 

基
準

 
研
究
過
程
で
得
ら
れ
た
こ
と
を
振
り
返
り

な
が
ら
、
次
に
必
要
な
も
の
を
考
え
て
、
研
究
を

進
め
て
い
る
。
 

徴
候

 
研
究
で
分
か
っ
た
こ
と
が
整
理
さ
れ
て
い

る
。
そ
れ
を
も
と
に
研
究
を
進
め
て
い
る
。
 

基
準

 
研
究
過
程
で
得
ら
れ
た
こ
と
を
振
り
返
り
な
が

ら
、
俯
瞰
的
に
見
て
、
次
に
必
要
な
も
の
を
考
え
て
、
研

究
を
進
め
て
い
る
。
 

徴
候

 
研
究
で
分
か
っ
た
こ
と
が
整
理
さ
れ
て
い
る
。
そ

れ
を
精
査
し
た
上
で
目
的
に
沿
っ
た
研
究
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。
 

 個
人
評
価
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
 

項
目
 

規
準
 

C
（
支
援
が
必
要
）
 

B
（
お
お
む
ね
目
標
に
達
し
て
い
る
）
 

【
育
成
し
た
い
生
徒
像
】
 

A
（
十
分
達
成
し
て
い
る
）
 

思
考
 

判
断
 

表
現
 

得
ら
れ
た
デ
ー
タ
を
ま
と
め

る
，
可
視
化
す
る
な
ど
し
情

報
と
し
て
提
供
す
る
こ
と
が

で
き
る
 

基
準

 
自
分
の
研
究
の
成
果
を
メ
モ
と
し
て
残
し
て
い
る
。
 

徴
候

 
得
ら
れ
た
成
果
が
明
確
に
な
っ
て
い
な
い
。
 

基
準

 
研
究
の
進
捗
が
わ
か
る
よ
う
に
研
究
成
果
を
ま
と
め
て

い
る
。
 

徴
候

 
ノ
ー
ト
に
取
り
組
ん
で
い
る
課
題
と
そ
の
結
果
が
ま
と

め
ら
れ
て
い
る
。
 

基
準

 
他
人
が
見
て
も
わ
か
り
や
す
い
よ
う
に
研
究
の
進
捗
状

況
、
成
果
を
ま
と
め
て
い
る
。
 

徴
候

 
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
を
見
れ
ば
説
明
さ
れ
な
く
て
も
研

究
が
わ
か
る
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
次
の
行
動
へ
の
指

針
と
な
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
 

主
体
的
に

学
習
に
取

り
組
む
態

度
 

自
分
た
ち
の
研
究
を
よ
り
良

く
し
よ
う
と
，
メ
ン
バ
ー
の

取
り
組
み
を
調
整
で
き
る
 

基
準

 
計
画
性
が
な
く
研
究
を
進
め
て
い
る
。
 

徴
候

 
個
々
に
取
り
組
む
べ
き
課
題
を
明
確
に
し
な
い
ま

ま
、
同
じ
こ
と
を
み
ん
な
で
考
え
て
い
る
。
次
に
す
べ
き
こ

と
が
明
確
に
な
っ
て
い
な
い
。
 

基
準

 
計
画
的
に
研
究
を
進
め
て
い
る
。

 

徴
候

 
個
々
に
取
り
組
む
べ
き
課
題
を
明
確
に
し
て
、
分
担
し

て
研
究
を
進
め
て
い
る
。
次
に
す
べ
き
こ
と
が
明
確
に
な
っ
て

い
る
。
 

基
準

 
グ
ル
ー
プ
全
体
と
し
て
計
画
的
に
研
究
を
進
め
ら
れ
る

よ
う
に
、
調
整
し
て
研
究
を
進
め
て
い
る
。
 

徴
候

 
メ
ン
バ
ー
が
取
り
組
む
べ
き
課
題
を
具
体
化
し
、
グ
ル

ー
プ
全
体
と
し
て
研
究
が
進
む
よ
う
に
調
整
し
て
い
る
。
特
定

の
メ
ン
バ
ー
に
負
担
が
偏
り
す
ぎ
な
い
よ
う
に
分
担
を
調
整
し

て
い
る
。
 

  



数
学
 
グ
ル
ー
プ
評
価
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク

 

項
目
 

規
準
 

C
（
支
援
が
必
要
）
 

B
（
お
お
む
ね
目
標
に
達
し
て
い
る
）
 

A
（
十
分
達
成
し
て
い
る
）
 

思
考

判
断

表
現
 

問
い
を
設
定
し
，
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
 

 

基
準

 
問
い
の
設
定
が
で
き
な
い
。
 

徴
候

 
問
い
が
あ
い
ま
い
で
定
式
化
で
き
な
い
。

思
い
つ
き
で
問
い
を
設
定
し
て
い
る
。
 

基
準

 
論
理
的
に
検
証
可
能
な
問
い
を
設
定
し
て
い
る
。
 

徴
候

 
定
式
化
で
き
る
問
い
を
設
定
し
、
検
証
方
法
に
つ
い

て
も
考
え
ら
れ
て
い
る
。
 

基
準

 
先
行
研
究
を
踏
ま
え
論
理
的
に
検
証
可
能
な
問
い
を
設
定

し
て
い
る
。
 

徴
候

 
先
行
研
究
の
事
実
を
発
展
・
拡
張
し
て
問
い
を
設
定
し
て

い
る
。
未
知
の
問
題
を
具
体
化
し
検
証
可
能
な
問
い
を
設
定
し
て

い
る
。
 

根
拠
を
も
っ
て
考
え
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き

る
 

基
準

 
論
理
的
に
記
述
で
き
な
い
。
 

徴
候

 
正
し
い
用
語
で
表
現
で
き
な
い
。
論
理
に

飛
躍
が
あ
る
。
 

基
準

 
数
学
的
に
正
し
く
証
明
で
き
る
。

 

徴
候

 
論
理
に
飛
躍
が
な
い
。
必
要
な
根
拠
を
正
し
い
用
語

で
表
現
で
き
る
。
 

基
準

 
多
面
的
で
論
理
的
な
考
察
を
行
い
、
証
明
し
て
い
る
。
 

徴
候

 
数
学
的
に
正
し
く
証
明
で
き
る
。
な
ぜ
そ
の
検
証
方
法
を

選
択
し
た
の
か
を
説
明
で
き
る
。
 

主
体

的
に

学
習

に
取

り
組

む
態

度
 

自
身
の
研
究
を
よ
り
よ
く
し
よ
う
と
，
実
験

方
法
・
調
査
方
法
を
試
行
錯
誤
し
，
情
報
を

得
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

基
準

 
1
つ
の
方
法
で
し
か
検
証
し
て
い
な
い
。
 

徴
候

 
１
つ
の
方
法
か
ら
得
ら
れ
た
結
果
の
み
で

研
究
を
す
す
め
よ
う
と
し
て
い
る
。
 

基
準

 
1
つ
の
方
法
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
他
の
可
能
性
を
模
索

し
て
い
る
。
 

徴
候

 
複
数
の
検
証
方
法
を
試
し
て
い
る
。
 

基
準

 
多
面
的
に
検
証
し
て
い
る
。
 

徴
候

 
１
つ
の
検
証
方
法
だ
け
で
な
く
、
よ
り
良
い
方
法
（
別

解
）
な
ど
が
な
い
か
考
え
て
い
る
。
 

自
身
の
研
究
に
ふ
さ
わ
し
い
情
報
を
批
判
的

に
選
択
で
き
る
 

 

基
準

 
情
報
を
精
査
し
て
い
な
い
。
 

徴
候

 
情
報
を
鵜
呑
み
に
し
て
い
る
。
 

基
準

 
研
究
に
必
要
な
情
報
を
取
捨
選
択
し
、
理
解
し
よ
う

と
し
て
い
る
。
 

徴
候

 
情
報
を
精
査
し
、
研
究
に
必
要
な
も
の
を
見
極
め
て

い
る
。
高
度
な
内
容
で
も
、
具
体
的
な
数
値
で
検
証
し
て
い

る
。
 

基
準

 
研
究
に
必
要
な
情
報
を
取
捨
選
択
し
、
根
拠
を
持
っ
て
検

討
で
き
る
。
ま
た
、
そ
の
内
容
を
必
要
で
あ
れ
ば
証
明
で
き
る
。
 

徴
候

 
情
報
を
精
査
し
、
研
究
に
必
要
な
も
の
を
根
拠
を
持
っ
て

見
極
め
て
い
る
。
高
度
な
内
容
で
も
、
必
要
で
あ
れ
ば
証
明
で
き

る
。
 

 個
人
評
価
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク

 

項
目
 

規
準
 

C
（
支
援
が
必
要
）
 

B
（
お
お
む
ね
目
標
に
達
し
て
い
る
）
 

A
（
十
分
達
成
し
て
い
る
）
 

思
考
判

断
表
現
 

    主
体
的

に
学
習

に
取
り

組
む
態

度
 

得
ら
れ
た
デ
ー
タ
を
ま
と
め
る
，
可
視
化
す

る
な
ど
し
情
報
と
し
て
提
供
す
る
こ
と
が
で

き
る
 

基
準

 
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
の
情
報
量
が
乏
し
い
。

情
報
が
乱
雑
し
て
い
る
。
 

徴
候

 
調
べ
た
だ
け
で
情
報
が
整
理
さ
れ
て
い
な

い
。
自
身
の
研
究
内
容
へ
の
理
解
が
不
足
し
て
い

る
、
 

基
準

 
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
を
ま
と
め
、
可
視
化
す
る
な
ど
し

情
報
と
し
て
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
情
報
が
整
理
さ
れ

て
い
る
。
 

徴
候

 
研
究
の
過
程
で
得
た
情
報
を
整
理
し
て
、
他
者
に
伝

え
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

基
準

 
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
に
対
し
て
根
拠
を
も
っ
て
ま
と
め
て
情

報
と
し
て
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
数
学
的
に
正
し
く
証
明
で

き
る
。
 

徴
候

 
研
究
の
過
程
で
得
た
情
報
を
整
理
し
て
、
根
拠
を
持
っ
て

論
理
的
に
他
者
に
説
明
で
き
る
。
 

自
分
た
ち
の
研
究
を
よ
り
良
く
し
よ
う
と
，

メ
ン
バ
ー
の
取
り
組
み
を
調
整
で
き
る
 

基
準

 
班
員
の
指
示
に
た
だ
従
っ
て
い
る
だ
け
で

あ
る
。
指
示
が
な
い
と
自
ら
動
か
な
い
。

 

徴
候

 
班
員
に
頼
ま
れ
た
こ
と
だ
け
や
っ
て
い

る
。
 

班
員
の
指
示
が
な
い
と
次
に
と
る
べ
き
行
動
が
わ

か
ら
な
い
。
 

基
準

 
自
分
た
ち
の
研
究
を
良
く
し
よ
う
と
メ
ン
バ
ー
の
取

り
組
み
を
調
整
で
き
る
 

徴
候

 
自
身
の
研
究
を
進
め
よ
う
と
自
発
的
に
調
査
や
デ
ー

タ
整
理
や
追
加
検
証
な
ど
の
行
動
が
で
き
る
。
 

班
員
と
情
報
共
有
が
で
き
て
い
る
。
 

基
準

 
研
究
を
進
め
る
た
め
に
自
発
的
・
積
極
的
に
行
動
が
で
き

研
究
に
メ
ン
バ
ー
を
巻
き
込
ん
で
い
る
。

 

徴
候

 
自
身
の
研
究
を
進
め
よ
う
と
自
発
的
に
調
査
や
デ
ー
タ
整

理
や
追
加
実
験
な
ど
の
行
動
が
で
き
て
い
る
。
研
究
を
深
め
る
た

め
に
班
員
を
巻
き
込
む
努
力
・
工
夫
を
し
て
い
る
 

 



分
野
名
（
 
文
献
研
究

 
）
 
グ
ル
ー
プ
評
価
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
 

項
目
 

規
準
 

C
（
支
援
が
必
要
）
 

B
（
お
お
む
ね
目
標
に
達
し
て
い
る
）
 

【
育
成
し
た
い
生
徒
像
】
 

A
（
十
分
達
成
し
て
い
る
）
 

思
考
 

判
断
 

表
現
 

問
い
を
設
定
し
，
発

展
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
 

 

基
準

 
問
い
を
設
定
し
研
究
し
て
い
る
。

 

徴
候

 

・
漠
然
と
し
た
問
い
を
設
定
し
て
い
る
。

 

・
先
行
研
究
を
読
め
ば
解
決
で
き
る
問
い
を
設
定
し
て

い
る
。
 

基
準

 
問
い
を
設
定
し
、
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
 

徴
候

 

・
先
行
研
究
に
基
づ
い
た
問
い
を
設
定
し
て
い
る
。
 

・
研
究
す
る
に
値
す
る
問
い
を
設
定
し
て
い
る
。
 

基
準

 
多
角
的
な
先
行
研
究
の
分
析
に
基
づ
い
た
問
い
を
設
定
し
、
発
展
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
る
 

徴
候

 

・
先
行
研
究
を
多
角
的
に
読
解
し
た
上
で
問
い
を
設
定
し
て
い
る
。
 

・
研
究
す
る
価
値
が
非
常
に
高
い
問
い
を
設
定
し
て
い
る
。
 

・
設
定
し
た
問
い
に
つ
い
て
研
究
の
中
で
自
発
的
に
更
な
る
検
討
を
し
て
い
る
。

 

根
拠
を
も
っ
て
考
え

を
述
べ
る
こ
と
が
で

き
る
 

基
準

 
設
定
し
た
問
い
に
対
す
る
結
論
を
導
く
こ
と
が

で
き
る
 

徴
候

 

・
設
定
し
た
問
い
に
対
し
て
、
論
を
展
開
し
て
い
る
。
 

・
結
論
へ
の
筋
道
に
違
和
感
が
あ
る
。
 

・
導
い
た
結
論
に
つ
い
て
改
善
の
余
地
が
大
き
く
残
さ

れ
て
い
る
。
 

基
準

 
設
定
し
た
問
い
に
対
し
て
根
拠
を
も
っ
て
論
理
的
に

結
論
を
導
く
こ
と
が
で
き
る
 

徴
候

 

・
設
定
し
た
問
い
に
対
し
て
、
先
行
研
究
に
基
づ
い
た
上
で

論
を
展
開
し
て
い
る
。
 

・
結
論
へ
の
筋
道
が
的
確
で
あ
る
。
 

・
導
い
た
結
論
が
お
お
む
ね
妥
当
性
の
高
い
も
の
で
あ
る
。
 

基
準

 
設
定
し
た
問
い
に
対
し
て
根
拠
を
も
っ
て
論
理
的
か
つ
妥
当
性
の
高
い
結

論
を
導
く
こ
と
が
で
き
る
。
 

徴
候

 

・
設
定
し
た
問
い
に
対
し
て
、
先
行
研
究
に
基
づ
い
た
上
で
論
を
展
開
し
、
 

・
結
論
へ
の
筋
道
が
非
常
に
的
確
で
あ
る
。
 

・
導
い
た
結
論
が
非
常
に
妥
当
性
の
高
い
も
の
で
あ
る
。
 

主
体
的

に
学
習

に
取
り

組
む
態

度
 

自
身
の
研
究
を
よ
り

よ
く
し
よ
う
と
，
実

験
方
法
・
調
査
方
法

を
試
行
錯
誤
し
，
情

報
を
得
る
こ
と
が
で

き
る
。
 

基
準

 
自
身
の
研
究
に
対
し
て
研
究
方
法
を
試
行
錯
誤

せ
ず
に
設
定
し
て
い
る
。
 

徴
候

 

・
自
身
の
研
究
に
関
連
す
る
先
行
研
究
を
読
ん
で
い

る
。
 

・
読
ん
だ
先
行
研
究
を
踏
ま
え
て
研
究
テ
ー
マ
を
設
定

し
て
い
る
。
 

基
準

 
自
身
の
研
究
を
よ
り
よ
く
し
よ
う
と
，
研
究
方
法
を

試
行
錯
誤
し
，
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

徴
候

 

・
自
身
の
研
究
に
関
連
す
る
先
行
研
究
を
多
く
読
ん
で
い

る
。
 

・
事
前
に
読
ん
で
き
た
先
行
研
究
の
内
容
に
関
し
て
議
論
を

重
ね
た
上
で
研
究
テ
ー
マ
を
設
定
し
て
い
る
。
 

基
準

 
自
身
の
研
究
を
よ
り
よ
く
し
よ
う
と
，
研
究
方
法
を
何
度
も
試
行
錯
誤

し
，
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

徴
候

 

・
自
身
の
研
究
に
関
連
す
る
先
行
研
究
を
非
常
に
多
く
読
ん
で
い
る
。
 

・
事
前
に
読
ん
で
き
た
先
行
研
究
の
内
容
に
関
し
て
積
極
的
に
議
論
を
重
ね
た
上

で
研
究
テ
ー
マ
を
設
定
し
て
お
り
、
そ
の
議
論
に
対
す
る
再
検
討
を
行
っ
て
い

る
。
 

自
身
の
研
究
に
ふ
さ

わ
し
い
情
報
を
批
判

的
に
選
択
で
き
る
 

基
準

 
自
身
の
研
究
に
ふ
さ
わ
し
い
情
報
を
選
択
で
き

る
 

徴
候

 

・
先
行
研
究
に
関
し
て
読
ん
だ
段
階
で
留
ま
っ
て
い

る
。
 

・
読
ん
だ
先
行
研
究
を
す
べ
て
突
き
合
わ
せ
て
研
究
論

文
を
書
い
て
い
る
。
 

基
準

 
自
身
の
研
究
に
ふ
さ
わ
し
い
情
報
を
批
判
的
に
選
択

で
き
る
 

徴
候

 

・
先
行
研
究
に
関
し
て
整
理
し
ま
と
め
て
い
る
。
 

・
整
理
さ
れ
た
内
容
に
基
づ
い
て
グ
ル
ー
プ
で
検
討
を
重

ね
、
必
要
な
情
報
を
研
究
論
文
に
反
映
さ
せ
よ
う
と
し
て
い

る
。
 

基
準

 
自
身
の
研
究
に
ふ
さ
わ
し
い
情
報
を
批
判
的
に
選
択
で
き
、
更
な
る
先
行

研
究
の
追
求
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
 

徴
候

 

・
先
行
研
究
に
関
し
て
整
理
し
ま
と
め
た
上
で
、
研
究
に
必
要
な
情
報
か
を
自
分

な
り
に
考
察
し
て
い
る
。
 

・
整
理
さ
れ
た
内
容
に
基
づ
き
グ
ル
ー
プ
で
検
討
を
重
ね
、
必
要
な
情
報
の
み
研

究
論
文
に
反
映
さ
せ
よ
う
と
し
、
さ
ら
に
必
要
な
先
行
研
究
を
調
査
し
て
い
る
。

 

個
人
評
価
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク

 

項
目
 

規
準
 

C
（
支
援
が
必
要
）
 

B
（
お
お
む
ね
目
標
に
達
し
て
い
る
）
 

【
育
成
し
た
い
生
徒
像
】
 

A
（
十
分
達
成
し
て
い
る
）
 

思
考
 

判
断
 

表
現
 

得
ら
れ
た
デ
ー
タ

を
ま
と
め
る
，
可

視
化
す
る
な
ど
し

情
報
と
し
て
提
供

す
る
こ
と
が
で
き

る
 

基
準

 
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
を
ま
と
め
る
こ
と
が

で
き
る
 

徴
候

 

・
読
ん
だ
先
行
研
究
に
つ
い
て
、
説
明
し
て
い

る
。
 

・
教
員
か
ら
の
質
問
に
答
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

基
準

 
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
を
ま
と
め
る
，
可
視
化
す
る
な
ど
し
情

報
と
し
て
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
 

徴
候

 

・
読
ん
だ
先
行
研
究
に
つ
い
て
、
レ
ジ
ュ
メ
等
に
ま
と
め
班
員
に

説
明
し
て
い
る
。
 

・
教
員
か
ら
の
質
問
に
根
拠
を
も
っ
て
答
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

基
準

 
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
を
ま
と
め
る
，
可
視
化
す
る
な
ど
し
情
報
と
し
て
的
確
に
提

供
す
る
こ
と
が
で
き
る
 

徴
候

 

・
読
ん
だ
先
行
研
究
に
つ
い
て
、
レ
ジ
ュ
メ
等
に
ま
と
め
班
員
に
説
明
し
、
問
題
の
あ
り

か
ま
で
示
す
こ
と
が
で
き
る
。
 

・
教
員
か
ら
の
質
問
に
根
拠
を
も
っ
た
う
え
で
的
確
に
答
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

主
体
的

に
学
習

に
取
り

組
む
態

度
 

自
分
た
ち
の
研
究

を
よ
り
良
く
し
よ

う
と
，
メ
ン
バ
ー

の
取
り
組
み
を
調

整
で
き
る
 

基
準

 
自
分
た
ち
の
研
究
に
対
し
て
参
加
で
き

る
 

徴
候

 

・
班
員
に
指
示
さ
れ
た
分
析
を
行
っ
て
い
る
。
 

・
課
題
研
究
の
時
間
に
自
身
の
取
り
組
み
が
十
分

で
き
て
い
な
い
状
況
で
参
加
し
て
い
る
。

 

基
準

 
自
分
た
ち
の
研
究
を
よ
り
良
く
し
よ
う
と
，
メ
ン
バ
ー
の

取
り
組
み
を
調
整
で
き
る
 

徴
候

 

・
自
発
的
に
先
行
研
究
を
分
析
し
整
理
し
て
い
る
。
 

・
整
理
し
た
情
報
を
班
員
に
伝
え
て
い
る
。
 

基
準

 
自
分
た
ち
の
研
究
を
よ
り
良
く
し
よ
う
と
，
メ
ン
バ
ー
の
取
り
組
み
を
調
整
で

き
る
 

徴
候

 

・
自
発
的
に
先
行
研
究
を
分
析
し
整
理
し
た
う
え
で
、
ど
の
よ
う
に
自
身
の
研
究
に
生
か

せ
る
の
か
共
有
し
て
い
る
。
 

・
整
理
し
た
情
報
を
班
員
に
伝
え
る
だ
け
で
な
く
、
班
員
か
ら
提
示
さ
れ
た
情
報
に
対
し

て
積
極
的
に
意
見
し
て
い
る
。
 

 



R5課題研究中間発表について【連絡】 
 
・目的 ①生徒自身が研究の進捗状況を認知することおよび②教師からの介入により、研究

をより良く進めるための支援を行う。 
・実施時期 10～11月 ※後期中間考査までには終えてください。 
・実施形態 分野の規模、研究手法などを考慮して適切な方法を選択してください。 

方法例 メリット デメリット 

口頭発表 ・研究過程を整理する必要があ

るため、認知の機会となる。 
・研究の意義、方法、結果など

一連の過程を教師が理解でき

る。 
・他の生徒が聴衆の場合、他グ

ループの内容を参考にできる。 

・準備に時間がかかり、研究時間が

削がれる。 
・他の生徒が聴衆になる場合はさら

に時間が削がれる。 

グループディス

カッション 
・その場で研究課程を整理する

ことができる。 
・グループ内の生徒の役割・貢

献の様子などが見取れる。 

・適切なディスカッションの話題を

提供する必要性がある。 
・支援が必要な生徒にはさらに個別

指導が必要となる。 

グループ面談 ・グループディスカッションよ

りも短時間で実施可能。 
・グループディスカッションよりグ

ループ内の生徒の役割・貢献の様子

などは見えにくくなる。 

個人面談 ・最も手厚い指導が可能 
・４つの窓を最も有効に活用で

きる。 

・最も時間がかかる。 

 
・外部人材 大学の先生など外部の方を呼ぶ必要はありません。 
・評価 前提：形成的評価であるため評定は行わない。 
    すでに作成しているルーブリックを用意し、生徒の評価と教師の評価をすり合わせ    

る機会を設ける。  
（例）口頭発表後、①生徒に「なぜこのテーマをやろうと思ったの？」（動機の認知）、

「これまでどんなことで困ったの？どうやって解決したの？」（過程の認知）、「今後どん

な研究を行ってどんなデータ（情報）を得たいの？どうなったらゴールなの？」（見通し）

などの質問を投げかけ、生徒たちの研究に対する認知を促す。その後、②研究手法の矛盾、

目的と方法の不一致、見通しの甘さなど教師の気づきをコメントする。①・②のあとに、ル

ーブリックを囲み、生徒と教師の評価をすり合わせる作業を行う。できるだけ一致させて両

者ともに納得することがベストですが、繰り返しになりますが評定をするわけではないの

で、無理に一致させる必要はありません。 
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